
 

 

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
五
十
五
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
の
一
部
改
正
） 

第
四
十
二
条 

介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
五
十
五
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生

労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 
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5
7
8
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 
 
 

正 
 
 

後 

改 
 
 

正 
 
 

前 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

注
１ 

（
略
） 

 

注
１ 

（
略
） 

２ 
右
記
研
修
の
内
容
の
う
ち
、
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第

一
項
に
規
定
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
理
解
に
関
す
る
講
義
に
関
し

て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
講
義
を
修
了
し
た

と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

講
義
を
修
了
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
第
一
号
、
第
六

号
、
第
八
号
及
び
第
十
一
号
の
各
号
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

内
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
講
義
を
修
了
し
た
者

に
つ
い
て
は
、
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

講
義
を
修
了
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

一
～
十
二 

（
略
） 

十
三 

施
行
規
則
第
十
四
条
第
三
号
又
は
第
四
号
で
定
め
る
施
設
に
お

い
て
提
供
さ
れ
る
短
期
入
所
療
養
介
護
、
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の

十
四
第
三
号
又
は
第
四
号
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
介

護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護 

２ 

右
記
研
修
の
内
容
の
う
ち
、
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第

一
項
に
規
定
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
理
解
に
関
す
る
講
義
に
関
し

て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
講
義
を
修
了
し
た

と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

講
義
を
修
了
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
第
一
号
、
第
六

号
、
第
八
号
及
び
第
十
一
号
の
各
号
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

内
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
講
義
を
修
了
し
た
者

に
つ
い
て
は
、
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

講
義
を
修
了
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

一
～
十
二 

（
略
） 

十
三 

介
護
療
養
型
医
療
施
設
、
施
行
規
則
第
十
四
条
第
三
号
又
は
第

四
号
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
短
期
入
所
療
養
介
護
、

施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
十
四
第
三
号
又
は
第
四
号
で
定
め
る
施
設

に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護 

 
 

 

578


